
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気成分を測定する複数のセンサーを有する複合センサー装置と、上記空気環境を最適
な状態にする空気成分を発生させる発生装置と、空気の成分に基づいて空気環境を最適な
状態に制御するローカルサーバとを有する空気環境制御システムであって、
　前記ローカルサーバは、上記複合センサー装置により測定された測定データに基づいて
、上記発生装置を制御する制御データを生成する制御データ生成手段と、上記制御データ
に基づいて、上記発生装置を制御する発生装置制御手段とを有し、　上記発生装置は、オ
ゾンを発生させるオゾン発生装置と、マイナスイオンを発生させるマイナスイオン発生装
置とを有し、
　上記複合センサー装置は、空気中のオゾンを測定するオゾンセンサーと、空気中のマイ
ナスイオンを測定するマイナスイオンセンサーと、空気の温度を測定する温度センサーと
、空気の湿度を測定する湿度センサーとを有

ることを特徴とする空気環境制御システム。
【請求項２】
　上記エラー出力手段により上記エラー情報が出力されたとき、エラー出力結果を管理す
るデータ管理手段を有することを特徴とする請求項 記載の空気環境制御システム。
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し、
　上記発生装置が制御された後、上記複合センサー装置により空気成分を測定した測定デ
ータが変化しているか否かを判断する変化判断手段と、
　上記変化判断手段により上記測定データに変化がないと判断されたとき、エラー情報を
出力するエラー出力手段とを有す
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【請求項３】
　上記制御データ生成手段は、上記測定データと、予め設定された上記発生装置を制御す
る標準データと、使用者により設定された設定値データとに基づいて、上記制御データを
生成することを特徴とする請求項 記載の空気環境制御システム。
【請求項４】
　上記測定データを送信する送信手段を有し、
　該送信手段は、受信した複数の測定データに基づいて最適化データを生成するデータセ
ンターに、上記測定データを送信することを特徴とする請求項１乃至 いずれか一項記載
の空気環境制御システム。
【請求項５】
　上記送信手段は、前回の測定データの送信から所定時間が経過したか否かを監視する監
視手段を有し、
　上記監視手段により所定時間が経過したと判断されたとき、上記測定データを上記デー
タセンターに送信することを特徴とする請求項 記載の空気環境制御システム。
【請求項６】
　上記データセンターから上記最適化データを受信する受信手段を有し、
　上記データ管理手段は、上記最適化データを制御データとして管理することを特徴とす
る請求項 記載の空気環境制御システム。
【請求項７】
　上記ローカルサーバと、上記発生装置と、上記複合センサー装置とがバスで接続された
第１メイン装置と、
　上記複合センサー装置と、上記ローカルサーバの機能を補助するサブローカルサーバと
がバスで接続された第１センサー装置とを有し、
　上記第１メイン装置と、上記第１センサー装置とを室内の空気成分の測定及び制御が可
能な位置に設置することを特徴とする請求項１乃至 いずれか一項記載の空気環境制御シ
ステム。
【請求項８】
　上記発生装置と、上記複合センサー装置とがバスで接続された第２メイン装置を有し、
　上記第２メイン装置と、上記第１センサー装置、及び上記第１メイン装置と、上記第２
メイン装置とを室内の空気成分の測定及び制御が可能な位置に設置することを特徴とする
請求項 記載の空気環境制御システム。
【請求項９】
　上記複合センサー装置と、上記ローカルサーバとがバスで接続された第２センサー装置
を有し、
　上記第２センサー装置と、上記発生装置とを室内の空気成分の測定及び制御が可能な位
置に設置することを特徴とする請求項１乃至 いずれか一項記載の空気環境制御システム
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、空気環境制御システムに係り、特に、空気の成分に基づいて空気環境を最適な
状態に制御する空気環境制御システムに関する。また、本発明は、最適化データを提供す
るデータセンターに係り、特に、空気の成分に基づいて空気環境を最適な状態に制御する
ための最適化データをローカルシステムに提供するデータセンターに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、室内の空気中には、空気の成分である酸素、二酸化炭素、窒素、水蒸気などの外に
も、塵や埃、花粉、かびの胞子などあらゆる成分が含まれている。このような成分により
、室内に存在する人体の呼吸器に異常が発生するシックハウス症候群にかかってしまうな
ど、人体に悪影響を及ぼす場合がある。そのため、室内の空気環境を最適な状態に調整す
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るために様々な装置が提供されている。
【０００３】
例えば、室内の空気の塵や埃、花粉、かびの胞子などを取り除くフィルターが設けられた
空気清浄機や、空気の乾燥を防ぐために水蒸気を発生させる加湿器などが提供されている
。近年では、人体に好影響を与えるマイナスイオンを発生させるマイナスイオン発生装置
も普及しつつあり、マイナスイオン発生装置が組み込まれた電化製品なども存在する。ま
た、室内の空気の脱臭や浮遊する粉じんを除去することができるオゾンを発生させるオゾ
ン発生装置なども存在する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、例えば、空気清浄機の場合、空気清浄機を運転した結果、空気環境がどの
ような状態であるのか正確に認識することなく、使用者の判断で空気清浄機の電源をオン
、オフして調整しなければならない。また、従来のマイナスイオン発生装置やオゾン発生
装置など、所定の空気成分を発生させる発生装置においては、駆動させる場合の設定値が
、例えば、高、中、低のみであり、室内環境に合わせた設定を行うことができない。従っ
て、従来の装置では、空気環境を最適な状態にするために精密な制御をすることが難しい
という問題点があった。
【０００５】
また、オゾン発生装置の場合、オゾンを発生させて室内の空気の脱臭を行った後にオゾン
を発生させ続け、室内にオゾンが必要以上に停滞すると、返って人体に悪影響を及ぼして
しまうという問題点があった。
【０００６】
また、上記のような従来の装置は、使用者が個々の装置を室内の任意の位置に設置するだ
けで、室内の空気環境を総合的に最適化することができないという問題点があった。
【０００７】
そこで、本発明の第一の課題は、空気の成分に基づいて所定の空気成分を発生させる発生
装置を精密に制御し、室内の空気環境を最適な状態にすることができる空気環境制御シス
テムを提供することである。
【０００８】
また、本発明の第二の課題は、複数の測定データに基づいて、室内の空気環境を最適な状
態にするための最適化データを生成し、空気環境を制御するローカルシステムに提供する
ことができるデータセンターを提供することである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
上記の課題を解決するため、本発明は、請求項１に記載されるように、上記空気成分を測
定する複数のセンサーを有する複合センサー装置と、上記空気環境を最適な状態にする空
気成分を発生させる発生装置とを有し、空気の成分に基づいて空気環境を最適な状態に制
御するローカルサーバは、上記複合センサー装置により測定された測定データに基づいて
、上記発生装置を制御する制御データを生成する制御データ生成手段と、上記制御データ
に基づいて、上記発生装置を制御する発生装置制御手段とを有する構成とされる。
【００１０】
このような空気環境制御システムでは、空気成分を測定する複数のセンサーを有する複合
センサー装置と、空気環境を最適な状態にする空気成分を発生させる発生装置とを有し、
空気の成分に基づいて空気環境を最適な状態に制御するローカルサーバは、複合センサー
装置により測定された測定データに基づいて発生装置を制御する制御データを生成し、該
制御データに基づいて発生装置を制御することにより、空気の成分に基づいて所定の空気
成分を発生させる発生装置を精密に制御し、室内の空気環境を最適な状態にすることがで
きる。
【００１１】
空気中にオゾン、マイナスイオンを発生させるという観点から、本発明は、請求項２に記
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載されるように、上記発生装置は、オゾンを発生させるオゾン発生装置と、マイナスイオ
ンを発生させるマイナスイオン発生装置とを有する構成としてもよい。
【００１２】
このような空気環境制御システムでは、発生装置がオゾン発生装置と、マイナスイオン発
生装置とを有することにより、オゾンにより空気中の空気の脱臭や浮遊する粉じんを除去
し、マイナスイオンにより人体に好影響を与えることができ、空気環境を最適な状態に制
御することができる。
【００１３】
空気成分のオゾン、マイナスイオン、空気の温度、湿度を測定するという観点から、本発
明は、請求項３に記載されるように、上記複合センサー装置は、空気中のオゾンを測定す
るオゾンセンサーと、空気中のマイナスイオンを測定するマイナスイオンセンサーと、空
気の温度を測定する温度センサーと、空気の湿度を測定する湿度センサーとを有する構成
としてもよい。
【００１４】
このような空気環境制御システムでは、複合センサー装置がオゾンセンサーと、マイナス
イオンセンサーと、温度センサーと、湿度センサーとを有することにより、所定の空気成
分を発生させる発生装置を精密に制御し、室内の空気環境を最適な状態にすることができ
る。
【００１５】
発生装置の制御後の空気成分を確認、点検するという観点から、本発明は、請求項４に記
載されるように、上記発生装置が制御された後、上記複合センサー装置により空気成分を
測定した測定データが変化しているか否かを判断する変化判断手段と、上記変化判断手段
により上記測定データに変化がないと判断されたとき、エラー情報を出力するエラー出力
手段とを有する構成としてもよい。
【００１６】
このような空気環境制御システムでは、発生装置が制御された後、複合センサー装置によ
り空気成分を測定した測定データが変化しているか否かを判断し、測定データに変化がな
いと判断されたとき、エラー情報を出力することにより、ローカルシステムの制御エラー
、又は発生装置の機能エラーを認識することができる。
【００１７】
エラー情報を管理するという観点から、本発明は、請求項５に記載されるように、上記エ
ラー出力手段により上記エラー情報が出力されたとき、エラー出力結果を管理するデータ
管理手段を有する構成としてもよい。
【００１８】
このような空気環境制御システムでは、エラー情報が出力されたときエラー出力結果を管
理するデータ管理手段を有することにより、エラー出力結果から対応策を生成して空気環
境制御システムに反映させることができる。
【００１９】
発生装置を精密に制御するという観点から、本発明は、請求項６に記載されるように、上
記制御データ生成手段は、上記測定データと、予め設定された上記発生装置を制御する標
準データと、使用者により設定された設定値データとに基づいて、上記制御データを生成
する構成としてもよい。
【００２０】
このような空気環境制御システムでは、測定データと、予め設定された発生装置を制御す
る標準データと、使用者により設定された設定値データとに基づいて、制御データを生成
することにより、所定の空気成分を発生させる発生装置を精密に制御し、室内の空気環境
を最適な状態にすることができる。
【００２１】
データセンターで複数の測定データを管理するという観点から、本発明は、請求項７に記
載されるように、上記制御データ生成手段により管理された上記測定データを、複数の測
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定データにより最適化データを生成するデータセンターに送信する送信手段を有する構成
としてもよい。
【００２２】
このような空気環境制御システムでは、複数の測定データにより最適化データを生成する
データセンターに、測定したデータを送信することにより、データセンターで各ローカル
システムから送信された複数の測定データを効率的に管理することができる。
【００２３】
データセンターで定期的に測定された測定データを管理するという観点から、本発明は、
請求項８に記載されるように、上記送信手段は、前回の上記測定データの送信から所定時
間が経過したか否かを監視する監視手段を有し、上記監視手段により所定時間が経過した
と判断されたとき、上記測定データを上記データセンターに送信する構成としてもよい。
【００２４】
このような空気環境制御システムでは、前回の測定データの送信から所定時間が経過した
と判断されたとき、測定データをデータセンターに送信することにより、データセンター
で定期的に測定された測定データを管理することができる。
【００２５】
データセンターから最適化データを受信するという観点から、本発明は、請求項９に記載
されるように、上記データセンターから上記最適化データを受信する受信手段を有し、上
記データ管理手段は、上記最適化データを制御データとして管理する構成としてもよい。
【００２６】
このような空気環境制御システムでは、データセンターから最適化データを受信し、最適
化データを制御データとして管理することにより、最適化データに基づいて所定の空気成
分を発生させる発生装置を精密に制御し、室内の空気環境を最適な状態にすることができ
る。
【００２７】
室内の空気成分の滞留を防ぎ、空気環境を最適な状態に制御するという観点から、本発明
は、請求項１０に記載されるように、上記ローカルサーバと、上記発生装置と、上記複合
センサー装置とがバスで接続された第１メイン装置と、上記複合センサー装置と、上記ロ
ーカルサーバの機能を補助するサブローカルサーバとがバスで接続された第１センサー装
置とを有し、上記第１メイン装置と、上記第１センサー装置とを室内の空気成分の測定及
び制御が可能な位置に設置する構成としてもよい。
【００２８】
このような空気環境制御システムでは、上記第１メイン装置と、上記第１センサー装置と
を室内の空気成分の測定及び制御が可能な位置に設置することにより、室内の空気成分の
滞留を防ぎ、効率的に発生装置を制御し、室内の空気環境を最適な状態にすることができ
る。
【００２９】
室内の空気成分の滞留を防ぎ、空気環境を最適な状態に制御するという観点から、本発明
は、請求項１１に記載されるように、上記発生装置と、上記複合センサー装置とがバスで
接続された第２メイン装置を有し、上記第２メイン装置と、上記第１センサー装置、及び
上記第１メイン装置と、上記第２メイン装置とを室内の空気成分の測定及び制御が可能な
位置に設置する構成としてもよい。
【００３０】
このような空気環境制御システムでは、上記第２メイン装置と、上記第１センサー装置、
及び上記第１メイン装置と、上記第２メイン装置とを室内の空気成分の測定及び制御が可
能な位置に設置することにより、室内の空気成分の滞留を防ぎ、効率的に発生装置を制御
し、室内の空気環境を最適な状態にすることができる。
【００３１】
室内の空気成分の滞留を防ぎ、空気環境を最適な状態に制御するという観点から、本発明
は、請求項１２に記載されるように、上記複合センサー装置と、上記ローカルサーバとが
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バスで接続された第２センサー装置を有し、上記第２センサー装置と、上記発生装置とを
室内の空気成分の測定及び制御が可能な位置に設置する構成としてもよい。
【００３２】
このような空気環境制御システムでは、上記第２センサー装置と、上記発生装置とを室内
の空気成分の測定及び制御が可能な位置に設置することにより、室内の空気成分の滞留を
防ぎ、効率的に発生装置を制御し、室内の空気環境を最適な状態にすることができる。
【００３３】
また、上記の課題を解決するため、本発明は、請求項１３に記載されるように、空気環境
を最適な状態に制御する最適化データを提供するデータセンターであって、空気成分に基
づいて空気環境を制御する複数のローカルシステムから上記空気成分を測定した測定デー
タを受信する測定データ受信手段と、複数の上記測定データに基づいて、上記ローカルシ
ステムが有する設置された空気環境を最適な状態にする空気成分を発生させる発生装置を
制御する最適化データを生成する生成手段と、上記生成手段により生成された上記最適化
データを上記ローカルシステムに送信する送信手段とを有する構成としてもよい。
【００３４】
このような最適化データを提供するデータセンターでは、複数のローカルシステムから空
気成分を測定した測定データを受信し、受信した複数の測定データに基づいて、ローカル
システムが有する設置された空気環境を最適な状態にする空気成分を発生させる発生装置
を制御する最適化データを生成し、最適化データをローカルシステムに送信することによ
り、複数の測定データに基づいて、室内の空気環境を最適な状態にするための最適化デー
タを生成し、空気環境を制御するローカルシステムに提供することができる。
【００３５】
複数の測定データ及び最適化データを管理するという観点から、本発明は、請求項１４に
記載されるように、複数の上記測定データと、該測定データのそれぞれに対応する上記最
適化データとを管理するデータ管理手段を有する構成としてもよい。
【００３６】
このような最適化データを提供するデータセンターでは、複数の測定データと、測定デー
タのそれぞれに対応する最適化データとを管理することにより、ローカルシステムが地域
毎や所定のグループ毎に測定データ及び最適化データを管理することができる。
【００３７】
測定データの受信を監視するという観点から、本発明は、請求項１５に記載されるように
、上記測定データ受信手段は、前回の上記測定データの受信から所定時間が経過したか否
かを監視する監視手段を有し、上記監視手段により所定時間が経過したと判断されたとき
、上記測定データの要求を上記ローカルシステムに送信する構成としてもよい。
【００３８】
このような最適化データを提供するデータセンターでは、前回の上記測定データの受信か
ら所定時間が経過したと判断されたとき、測定データの要求をローカルシステムに送信す
ることにより、定期的に測定データを収集することができ、それらの測定データに基づい
て効果的な制御を行なうことができる最適化データの生成が可能となる。
【００３９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００４０】
図１は、本発明の実施の一形態に係る空気環境制御システムにおける構成図である。図１
において、空気環境制御システム１０は、複数の室内に設置され、その室内の空気成分を
測定し、測定データに基づいて空気環境を制御するローカルシステム２と、空気成分を最
適な状態に制御するための最適化データをローカルシステム２に提供するデータセンター
５０とで構成されるシステムである。また、一般公衆回線網であるインターネット又は専
用線などのネットワーク１を介してローカルシステム２と、データセンター５０とが接続
される。
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【００４１】
ローカルシステム２は、建物の室内毎に設置することが可能であり、データセンター５０
は、複数のローカルシステム２から測定データを受信し、複数の測定データに基づいて最
適化データを生成し、各ローカルシステム２へ提供する。尚、複数のローカルシステム２
を、空気の温度や湿度など空気環境の異なる地域ごとに区分し、データセンター５０で、
その区分毎の最適化データを生成することも可能である。
【００４２】
図１において、ローカルシステム２は、空気成分を測定する複数のセンサーを有する複合
センサー装置３０と、空気環境を最適な状態にする空気成分を発生させる発生装置４０と
、複合センサー装置３０及び発生装置４０とを制御するローカルサーバ２０とで構成され
る。ローカルサーバ２０は、簡易型ボードＰＣ（パーソナルコンピュータ）であって、Ｃ
ＰＵ（中央処理装置）によって以下に示す各構成が制御される。ＣＰＵは、メモリユニッ
トに格納されたプログラムに従って空気環境を制御する処理を行う。このローカルサーバ
２０は、主に、発生装置４０を制御する発生装置制御部２１と、発生装置４０を制御する
制御データを生成する制御データ生成部２２と、測定データの基準となる標準データが格
納された標準データテーブル２３と、設定データの入力やエラーアラームの出力を制御す
る入出力制御部２４と、測定データ及び制御データ等が環境制御データとして格納された
環境制御データデータベース（以下ＤＢと呼ぶ）２５と、測定データや設定データ、エラ
ー情報などの表示を制御する表示制御部２６と、データセンター５０とのデータ送受信を
制御すると共に、発生装置４０及び複合センサー装置３０とのデータ送受信を制御する通
信制御処理部２７とで構成される。環境制御データＤＢ２５に格納されるテーブルについ
ては図６で詳細に説明する。
【００４３】
発生装置制御部２１は、環境制御データＤＢ２５に格納された環境制御データの制御デー
タに基づいて、発生装置４０を制御する。制御データ生成部２２は、複合センサー装置３
０により測定された測定データに基づいて、発生装置４０を制御する制御データを生成し
、環境制御データＤＢ２５に格納する。標準データテーブル２３は、入出力制御部２４に
より入力された測定データの基準となる標準データが格納される。入出力制御部２４は、
マウス、キーボード等の入力ユニット、及びスピーカー、プリンタ等の出力ユニットを制
御し、設定データの入力やエラーアラームの出力を制御する。表示制御部２６は、モニタ
などの表示ユニットを有し、測定データや設定データ、エラー情報などの表示を制御する
。通信制御処理部２７は、ネットワーク１によりデータの送受信を制御する処理部であっ
て、ネットワーク１と接続し、データセンター５０と通信制御するための通信ユニットを
有する。また、通信制御処理部２７は、ブルートゥースなどの無線通信によるデータの送
受信を制御する処理部であって、発生装置４０及び複合センサー装置３０と無線通信する
ための通信ユニットを有する。
【００４４】
尚、ローカルサーバ２０において、本発明の一実施例に係る空気環境制御システム１０で
の処理を実現するためのプログラムが記録された記録媒体（ＣＤ－ＲＯＭ等、コンピュー
タが読み取り可能な媒体（図示せず））から該プログラムを読み出し、その読み出された
プログラムを、例えば、補助記憶装置等にインストールし、空気環境制御処理が起動され
ると、補助記憶装置にインストールされた当該プログラムに従って、ＣＰＵがその処理を
開始することも可能である。
【００４５】
ローカルシステム２の複合センサー装置３０は、複数の空気成分を測定するための装置で
あり、主に、空気中のオゾンを測定するオゾンセンサー３１と、空気中のマイナスイオン
を測定するマイナスイオンセンサー３２と、空気の温度を測定する温度センサー３３と、
空気の湿度を測定する湿度センサー３４と、上記各センサー３１～３４を制御するセンサ
ー制御部３５と、ローカルサーバ２０からの制御データに基づいて上記各センサー３１～
３４で測定された測定データをローカルサーバ２０へ送信すると共に、ローカルサーバ２
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０から制御データを受信するデータ送受信部３６とで構成される。尚、複合センサー装置
３０は、上記センサーに限定されることなく、ペットの臭いや、カビの胞子などの他の空
気成分を測定するセンサーを設けるようにしてもよい。
【００４６】
ローカルシステム２の発生装置４０は、空気環境を最適な状態にする空気成分であるオゾ
ン及びマイナスイオンを発生させるための装置であり、主に、空気の脱臭や浮遊する粉じ
んを除去するオゾンを発生させるオゾン発生装置４１と、人体に好影響を与えるマイナス
イオンを発生させるマイナスイオン発生装置４２とで構成される。オゾン発生装置４１は
、ローカルサーバ２０から制御データを受信するデータ受信部４２を有し、受信した制御
データに基づいてオゾンの発生を制御する。マイナスイオン発生装置４２は、ローカルサ
ーバ２０から制御データを受信するデータ受信部４４を有し、受信した制御データに基づ
いてマイナスイオンの発生を制御する。
【００４７】
データセンター５０は、サーバーコンピュータであって、ＣＰＵ（中央処理装置）によっ
て以下に示す各構成が制御される。ＣＰＵは、メモリユニットに格納されたプログラムに
従って最適化データを生成し、ローカルシステム２に提供する処理を行う。このデータセ
ンター５０は、主に、ローカルシステム２とのデータ送受信を制御する通信制御処理部５
１と、ローカルシステム２からの測定データ受信における通信を監視する通信監視処理部
５２と、ローカルシステム２で発生装置４０を制御する制御データである最適化データを
生成する最適化データ生成部５３と、環境制御データを格納する環境制御データＤＢ５４
とで構成される。
【００４８】
通信制御処理部５１は、ネットワーク１によりデータの送受信を制御する処理部であって
、ネットワーク１と接続し、ローカルシステム２と通信制御するための通信ユニットを有
する。通信監視処理部５２は、例えば、所定時間毎にローカルシステム２から測定データ
が送信されたか否かを監視し、計測データが送信されていない場合、ローカルシステム２
に測定データの要求を送信する。最適化データ生成部５３は、複数のローカルシステム２
から送信された測定データに基づいて、空気環境を最適な状態に制御する制御データであ
る最適化データを生成し、測定データと共に環境制御データＤＢ５４に格納する。尚、デ
ータセンター５０の環境制御データＤＢ５４に格納されるテーブルは、図６に示すローカ
ルサーバ２０の環境制御データＤＢ２５と同様であるため、説明を省略する。
【００４９】
このように、室内に設置されたローカルシステム２の複合センサー装置３０により空気成
分を測定し、その測定データから制御データを生成し、オゾン発生装置４１、及びマイナ
スイオン発生装置４３を制御することにより、ローカルサーバ２０が単独で空気環境の制
御をセルフ点検することができ、室内の空気環境を最適な状態にすることができる。
【００５０】
次に、空気環境制御システム１０で実行される空気環境制御処理の手順について説明する
。図２は、空気環境制御システムで実行される空気環境制御処理を説明するための図であ
る。図２において、先ず、複合センサー装置３０により測定された測定データをローカル
サーバ２０に送信する。（ステップＳ１）。次に、ローカルサーバ２０の発生装置制御部
２１は、受信した測定データ、及び標準データテーブル２３、使用者により設定された設
定値データ２８に基づいて、発生装置４０を制御し、制御データを環境制御データＤＢ２
５に格納する（ステップＳ２）。制御が行われた後、ローカルサーバ２０から複合センサ
ー装置３０へ測定要求が送信される。複合センサー装置３０は、測定要求に基づいて空気
成分の測定を行い、ローカルサーバ２０に測定された測定データを送信する。また、ロー
カルサーバ２０の発生装置制御部２１は、受信した測定データを環境制御データＤＢ２５
に格納する（ステップＳ３）。
【００５１】
一方、環境制御データＤＢ２５に測定データが格納された時、又は所定時間が経過した時
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、又はデータセンター５０から測定データの送信要求があった場合、発生装置制御部２１
は、環境制御データＤＢ２５に格納された環境制御データを取得し、データセンター５０
へ送信する（ステップＳ４）。
【００５２】
データセンター５０の最適化データ生成部５３は、送信された複数の測定データに基づい
て最適化データを生成する（ステップＳ５）。最適化データ生成部５３は、生成した最適
化データを環境制御データＤＢ５４に格納する（ステップＳ６）。更に、最適化データ生
成部５３は、ローカルサーバ２０から最適化データのダウンロードの要求があると、環境
制御データＤＢ５４に格納された最適化データをローカルサーバ２０に提供する（ステッ
プＳ７）。ローカルサーバ２０の制御データ生成部２２は、送信された最適化データを制
御データとして環境制御データＤＢ２５に格納する（ステップＳ８）。
【００５３】
このように、ローカルサーバ２０は、データセンター５０で複数の測定データに基づいて
生成された最適化データを受信し、その最適化データを制御データとして発生装置４０の
制御を行うことにより、ローカルサーバ２０の設置された地域の空気環境などを踏まえた
最適化データにより精密に制御することができる。
【００５４】
次に、ローカルサーバ２０で実行されるセルフ点検処理について説明する。図３は、セル
フ点検処理のフローチャートを示す図である。図３において、先ず
ステップＳ２０の処理で、ローカルサーバ２０の発生装置制御部２１は、複合センサー装
置３０に測定要求を送信し、複合センサー装置３０から空気成分の測定データを受信する
。この時、発生装置制御部２１は、受信した測定データを環境制御データＤＢ２５に格納
する。ステップＳ２１の処理で、発生装置制御部２１は、オゾン発生装置４１、及びマイ
ナスイオン発生装置４３を動作させる。ステップＳ２２の処理で、先ず、発生装置制御部
２１は、オゾン発生装置４１、及びマイナスイオン発生装置４３を動作させた状態で、複
合センサー装置３０から測定データを受信する。発生装置制御部２１は、制御後の測定デ
ータと、以前に測定された（ステップＳ２０の処理）測定データとの変化率を求め、その
変化率に変化があるか、設定範囲内であるか、設定範囲外であるかを判断する。ステップ
Ｓ２２の処理で変化率に変化がない場合、即ち変化率が０の場合、ステップＳ２３の処理
で、発生装置制御部２１は、変化率が判断されたときの測定データを環境制御データＤＢ
２５に格納する。ステップＳ２４の処理で、発生装置制御部２１は、入出力制御部２４を
制御してエラーアラームを出力する。尚、ここで、エラーアラームの代わりにエラー情報
をディスプレイに表示させるようにしてもよい。ステップＳ２５の処理で、発生装置制御
部２１は、エラーデータを環境制御データＤＢ２５に格納し、セルフ点検処理を終了する
。
【００５５】
一方、ステップＳ２２の処理で、測定データの変化率が設定範囲外である場合、ステップ
Ｓ２２からの処理を繰り返す。ステップＳ２２の処理で、測定データの変化率が設定範囲
内である場合、ステップＳ２６の処理で、発生装置制御部２１は、変化率が３回チェック
済みであるか否かを判断する。ステップＳ２６の処理で、変化率が３回チェック済みでな
い場合、ステップＳ２２からの処理を繰り返す。ステップＳ２６の処理で、変化率が３回
チェック済みである場合、ステップＳ２７の処理で、発生装置制御部２１は、使用者が設
定した設定値データ２８と、測定データと、標準データテーブルに格納された標準データ
２３とを取得し、これらの情報に基づいて、発生装置４０を制御する制御データを生成す
る。発生装置制御部２１は、生成した制御データを環境制御データＤＢ２５に格納する。
ステップＳ２８の処理で、発生装置制御部２１は、オゾン発生装置４１、及びマイナスイ
オン発生装置４３を動作させる。
【００５６】
ここでは、オゾン発生装置４１及びマイナスイオン発生装置４３を制御する制御データを
生成するが、特に、オゾン発生装置４１の環境制限値の生成頻度を高くして、オゾン発生
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装置４１の制御を厳重に行うようにしてもよい。
【００５７】
また、ステップＳ２９の処理で、発生装置制御部２１は、複合センサー装置３０に測定要
求を送信し、複合センサー装置３０から空気成分の測定データを受信する。この時、発生
装置制御部２１は、受信した測定データを環境制御データＤＢ２５に格納する。ステップ
Ｓ３０の処理で、発生装置制御部２１は、チェック値（ステップＳ２２で求められる変化
率）と制御データの値（ステップＳ２７で生成される制御データ値）とを比較する。ステ
ップＳ３０の処理で、発生装置制御部２１は、チェック値が制御データ値より小さい場合
、ステップＳ２７からの処理を繰り返す。ステップＳ３０の処理で、チェック値が制御デ
ータ値以上である場合、ステップＳ２９からの処理を繰り返す。
【００５８】
上記ステップＳ２２からステップＳ２６までの処理は、発生装置４０の動作を確認及び点
検する処理であり、発生装置４０の制御後に測定データに変化がない場合にエラーアラー
ムを出力する。
【００５９】
このように、図３に示すセルフ点検処理を行うことにより、ローカルシステム２が単独で
空気環境を制御することができ、ローカルシステム２の機能性及び空気環境を最適な状態
にする効果を最大限に発揮させることができる。また、発生装置４０の制御後に空気成分
に変化がない場合、エラーアラームを鳴らす、エラー情報を表示させるなどエラー情報を
出力することにより、ローカルシステム２の制御エラー、又は発生装置４０の機能エラー
を認識することができる。また、エラー情報の出力結果を環境制御データＤＢ２５に格納
することにより、エラー出力結果から対応策を生成して空気環境制御システムに反映させ
ることができる。
【００６０】
次に、ローカルシステム２とデータセンター５０とデータの交換を行うデータ交換処理に
ついて説明する。図４は、データ交換処理のフローチャートを示す図である。図４におい
て、先ず、ステップＳ４０の処理で、ローカルサーバ２０の通信制御処理部２７は、送信
設定時間であるか、又は測定データ取得時であるか、又はデータセンター５０から測定デ
ータの送信要求があるか否かを判断する。ここで、通信制御処理部２７は、必要に応じて
環境制御データＤＢ２５を参照する。ステップＳ４０の処理で、上記条件を満たさないと
判断された場合、データ交換処理を終了する。ステップＳ４０の処理で、上記条件を満た
すと判断された場合、ステップＳ４１の処理で、通信制御処理部２７は、環境制御データ
ＤＢ２５から測定データを取得する。ステップＳ４２の処理で、通信制御処理部２７は、
データセンター５０との通信形態が一般電話線（ＭＯＤＥＭ）であるかＬＡＮ及びインタ
ーネットであるか否かをチェックする。
【００６１】
ステップＳ４２の処理で、通信形態がＬＡＮ及びインターネットである場合、ステップＳ
４３の処理で、通信制御処理部２７は、データセンター５０との接続処理を行う。ステッ
プＳ４４の処理で、通信制御処理部２７は、データセンター５０から最適化データのダウ
ンロードが可能であるか否かを判断する。ステップＳ４４の処理でダウンロードが可能で
ある場合、ステップＳ４５の処理で、通信制御処理部２７は、制御データである最適化デ
ータを取得し、環境制御データＤＢ２５に格納する。ステップＳ４４の処理でダウンロー
ドが可能でない場合、ステップＳ４６の処理で、通信制御処理部２７は、測定データをデ
ータセンター５０へ送信する。ステップＳ４７の処理で、通信制御処理部２７は、データ
センター５０への送信が成功したか否かを判断する。ステップＳ４７の処理で、データセ
ンター５０への送信が成功した場合、ステップＳ４８の処理で、通信制御処理部２７は、
送受信結果を環境制御データＤＢ２５に格納し、ステップＳ４０からの処理を繰り返す。
ステップＳ４７の処理で、データセンター５０への送信が成功しなかった場合、ステップ
Ｓ４６の処理を繰り返す。
【００６２】
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また、ステップＳ４２の処理で、通信形態が一般電話線（ＭＯＤＥＭ）である場合、ステ
ップＳ４９の処理で、通信制御処理部２７は、データセンター５０との接続処理を行う。
ステップＳ５０の処理で、通信制御処理部２７は、データセンター５０へ測定データを送
信すると共に、データセンター５０から最適化データを受信する。ステップＳ５１の処理
で、通信制御処理部２７は、データセンター５０との送受信が成功したか否かを判断する
。ステップＳ５１の処理で、データセンター５０との送受信が成功した場合、ステップＳ
４８の処理で、通信制御処理部２７は、送受信結果を（ステップＳ４９以降の処理を実行
した場合、受信した最適化データを制御データと共に）環境制御データＤＢ２５に格納し
、ステップＳ４０からの処理を繰り返す。ステップＳ５１の処理で、データセンター５０
との送受信が成功しなかった場合、ステップＳ５０の処理を繰り返す。
【００６３】
このように、ローカルシステム２はデータセンター５０へ測定データを送信し、データセ
ンター５０から最適化データを受信することにより、ローカルサーバ２０で最適化データ
である制御データに基づいた空気環境の制御を行なうことができ、データセンター５０で
は、受信した複数の測定データに基づいて最適化データを生成し、各ローカルシステム２
へ提供することができる。従って、ローカルシステム２により所定の空気成分を発生させ
る発生装置を精密に制御し、室内の空気環境を最適な状態にすることができる。
【００６４】
次に、データセンター５０で実行される最適化データ生成提供処理について説明する。図
５は、最適化データ生成提供処理のフローチャートを示す図である。図５において、先ず
、ステップＳ６０の処理で、データセンター５０の通信制御処理部５１は、ローカルシス
テム２から測定データを受信したか否かを判断する。ステップＳ６０の処理でローカルシ
ステム２から測定データを受信した場合、通信制御処理部５１は、環境制御データＤＢ５
４に格納し、ステップＳ６１の処理で、最適化データ生成部５３は、環境制御データＤＢ
５４に格納された複数の測定データに基づいて最適化データを生成し、環境制御データＤ
Ｂ５４に格納する。ステップＳ６２の処理で、通信監視処理部５２は、ローカルシステム
２から最適化データのダウンロードの要求が有るか否かを判断する。ステップＳ６２の処
理で、ローカルシステム２から最適化データのダウンロードの要求が有る場合、ステップ
Ｓ６３の処理で、通信監視処理部５２は、ローカルシステム２へ最適化データを送信する
。ステップＳ６２の処理で、ローカルシステム２から最適化データのダウンロードの要求
がない場合、最適化データ生成提供処理を終了する。
【００６５】
ステップＳ６０の処理でローカルシステム２から測定データを受信しなかった場合、ステ
ップＳ６４の処理で、通信監視処理部５２は、以前に測定データを受信したときから所定
時間が経過したか否かを判断する。ステップＳ６４の処理で、所定時間が経過しなかった
場合、最適化データ生成提供処理を終了する。ステップＳ６４の処理で、所定時間が経過
した場合、ステップＳ６５の処理で、通信監視処理部５２は、ローカルシステム２へ測定
データを要求し、最適化データ生成提供処理を終了する。
【００６６】
このように、データセンター５０で複数の測定データに基づいて最適化データを生成し、
ローカルシステム２へ提供することにより、ローカルシステム２で最適化データに基づい
て空気環境を最適な状態に制御することができる。また、以前に測定データを受信したと
きから所定時間が経過したかを監視し、ローカルシステム２へ測定データを要求すること
により、定期的に測定データを収集することができ、それらの測定データに基づいて効果
的な制御を行なうことができる最適化データの生成が可能となる。
【００６７】
次に、ローカルサーバ２０の環境制御データＤＢ２５に格納されるテーブルについて説明
する。図６は、環境制御データＤＢに格納されるテーブルを示す図である。図６に示すテ
ーブル１００は、制御データ生成部２２により生成された制御データ（ここでは、データ
センター５０から送信された最適化データ及び送信した測定データに関するデータとする
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（データ交換処理の結果））と、ローカルシステム２に関するデータと、復号センサー装
置３０により測定された測定データと、セルフ点検処理で発生したエラー結果を示すエラ
ーデータとで構成される。
【００６８】
テーブル１００の制御データは、データセンター５０との通信日時を示す項目と、データ
センター５０の識別番号を示す項目と、受信した命令を示す項目と、送信した測定データ
のデータ量を示す項目と、受信したデータ自体を格納する項目とで構成される。また、テ
ーブル１００のローカルシステムデータは、ローカルシステム２の形式番号を示す項目と
、運営されているソフトウェアのバージョンを示す項目と、運営されているスタンダード
データ及びそのバージョンを示す項目と、使用地域番号を示す項目と、センサーの数、種
類などの装備を識別する項目と、製作者の番号を示す項目と、ローカルシステムの機能を
識別する番号を示す項目とで構成される。また、テーブル１００の測定データは、記録時
間表示（例えば、５分毎）を示す項目と、センサーを識別するコードを示す項目と、室内
の温度を示す項目と、湿度を示す項目と、面積を示す項目と、オゾンレベルを示す項目と
、マイナスイオンレベルを示す項目と、使用した標準データ識別値を示す項目と、オゾン
発生装置４１とマイナスイオン発生装置４３の操作状態を示す項目と、オゾン測定値を示
す項目と、マイナスイオンの測定値を示す項目とで構成される。また、テーブル１００の
エラーデータは、エラーが発生した時間を示す項目と、エラーの種類を示す項目とで構成
される。尚、データセンター５０の環境制御データＤＢ５４に、上記テーブル１００と同
様のテーブルが格納される。
【００６９】
次に、ローカルシステム２をメイン装置、センサー装置に構成する例について説明する。
図７は、ローカルシステムのメイン装置の構成例を示す図である。図７（Ａ）には、ロー
カルサーバ２０と、発生装置４０と、複合センサー装置３０とがバス７０で接続されたメ
イン装置８１を示している。図７（Ｂ）には、発生装置４０と、複合センサー装置３０と
がバス７０で接続されたメイン装置８２を示している。バス７０により、メイン装置８１
、８２に電源が供給される。また、メイン装置８２は、ローカルサーバ２０を有するメイ
ン装置８１に組み合わされて使用される。
【００７０】
図８は、ローカルシステムのセンサー装置の構成例を示す図である。図８（Ａ）には、複
合センサー装置３０と、ローカルサーバ２０の機能を補助するサブローカルサーバ２００
とがバス７１で接続されたセンサー装置９１を示している。図８（Ｂ）には、複合センサ
ー装置３０と、ローカルサーバ２０とがバス７１で接続されたセンサー装置９２を示して
いる。バス７１により、センサー装置９１、９２に電源が供給される。また、センサー装
置９２は、ローカルサーバ２０を有するため、メイン装置８１に組み合わすことなく単独
で発生装置４０を制御することができる。
【００７１】
尚、図７、８に示す複合センサー装置３０は、図１に示すオゾンセンサー３１、マイナス
イオンセンサー３２、温度センサー３３、湿度センサー３４のいずれかを選択し、組み合
わせて使用することができる。
【００７２】
次に、図７、８に示すローカルシステム２のメイン装置８１、８２、センサー装置９１、
９２を分散して配置する例を説明する。図９、１０は、ローカルシステムの分散配置例を
示す図である。図９、１０において、一部分が空気の滞留が起こりやすい構造となってい
る室内（同一階内）にローカルシステム２を効果的に適応させる例を示している。図９（
Ａ）は、室内にメイン装置８１と、メイン装置８２、センサー装置９１とを設置した例を
示している。図９（Ａ）において、メイン装置８１は、センサー装置９１と所定間隔Ａを
有するように設置し、メイン装置８２と所定間隔Ｂを有するように設置する。メイン装置
８２を滞留の起こりやすい位置に設置する。また、メイン装置８１によりデータセンター
５０とデータの送受信を行なう。このような配置により、メイン装置８１、センサー装置
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９１で室内範囲ｋの空気の成分を測定し、メイン装置８２、センサー装置９１で室内範囲
ｌの空気の成分を測定することができる。
【００７３】
また、図９（Ｂ）は、室内にメイン装置８１と、センサー装置９１とを設置した例を示し
ている。図９（Ｂ）において、メイン装置８１は、センサー装置９１と所定間隔Ｃを有す
るように設置する。センサー装置９１を滞留の起こりやすい位置に設置する。また、メイ
ン装置８１によりデータセンター５０とデータの送受信を行なう。このような配置により
、メイン装置８１、センサー装置９１で室内範囲ｍの空気の成分を測定することができる
。
【００７４】
図１０は、室内に発生装置４０と、センサー装置９２とを設置した例を示している。図１
０において、発生装置４０は、センサー装置９２と所定間隔Ｄを有するように設置する。
センサー装置９２を滞留の起こりやすい位置に設置する。また、ローカルサーバ２０を有
するセンサー装置９２によりデータセンター５０とデータの送受信を行なう。このような
配置により、発生装置４０、センサー装置９２で室内範囲ｎの空気の成分を測定すること
ができる。
【００７５】
従って、図９、１０に示す配置でローカルシステム２を適応させることにより、室内の空
気成分を漏れなく測定、制御することができ、室内の空気環境を均等に最適化することが
できる。
【００７６】
このように、本発明の空気環境制御システム１０によれば、空気成分を測定する複数のセ
ンサーを有する複合センサー装置３０と、空気環境を最適な状態にする空気成分を発生さ
せる発生装置４０とを有し、空気の成分に基づいて空気環境を最適な状態に制御するロー
カルサーバ２０は、複合センサー装置３０により測定された測定データに基づいて発生装
置４０を制御する制御データを生成し、該制御データに基づいて発生装置４０を制御する
ことにより、空気の成分に基づいて所定の空気成分を発生させる発生装置４０を精密に制
御し、室内の空気環境を最適な状態にすることができる。
【００７７】
また、本発明のデータセンター５０によれば、複数のローカルシステム２から空気成分を
測定した測定データを受信し、受信した複数の測定データに基づいて、ローカルシステム
２が有する設置された空気環境を最適な状態にする空気成分を発生させる発生装置を制御
する最適化データを生成し、最適化データをローカルシステム２に送信することにより、
複数の測定データに基づいて、室内の空気環境を最適な状態にするための最適化データを
生成し、空気環境を制御するローカルシステムに提供することができる。
【００７８】
【発明の効果】
上述の如く本発明によれば、空気成分を測定する複数のセンサーを有する複合センサー装
置と、空気環境を最適な状態にする空気成分を発生させる発生装置とを有し、空気の成分
に基づいて空気環境を最適な状態に制御するローカルサーバは、複合センサー装置により
測定された測定データに基づいて発生装置を制御する制御データを生成し、該制御データ
に基づいて発生装置を制御することにより、空気の成分に基づいて所定の空気成分を発生
させる発生装置を精密に制御し、室内の空気環境を最適な状態にすることができる。
【００７９】
また、上述の如く本発明によれば、複数のローカルシステムから空気成分を測定した測定
データを受信し、受信した複数の測定データに基づいて、ローカルシステムが有する設置
された空気環境を最適な状態にする空気成分を発生させる発生装置を制御する最適化デー
タを生成し、最適化データをローカルシステムに送信することにより、複数の測定データ
に基づいて、室内の空気環境を最適な状態にするための最適化データを生成し、空気環境
を制御するローカルシステムに提供することができる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の一形態に係る空気環境制御システムにおける構成図である。
【図２】空気環境制御システムで実行される空気環境制御処理を説明するための図である
。
【図３】セルフ点検処理のフローチャートを示す図である。
【図４】データ交換処理のフローチャートを示す図である。
【図５】最適化データ生成提供処理のフローチャートを示す図である。
【図６】環境制御データＤＢに格納されるテーブルを示す図である。
【図７】ローカルシステムのメイン装置の構成例を示す図である。
【図８】ローカルシステムのセンサー装置の構成例を示す図である。
【図９】ローカルシステムの分散配置例を示す図である。
【図１０】ローカルシステムの分散配置例を示す図である。
【符号の説明】
１　　　　　　　　　ネットワーク
２　　　　　　　　　ローカルシステム
１０　　　　　　　　空気環境制御システム
２０　　　　　　　　ローカルサーバ
２１　　　　　　　　発生装置制御部
２２　　　　　　　　制御データ生成部
２３　　　　　　　　標準データテーブル
２４　　　　　　　　入出力制御部
２６　　　　　　　　表示制御部
２５、５４　　　　　環境制御データＤＢ
２７、５１　　　　　通信制御処理部
３０　　　　　　　　複合センサー装置
３１　　　　　　　　オゾンセンサー
３２　　　　　　　　マイナスイオンセンサー
３３　　　　　　　　温度センサー
３４　　　　　　　　湿度センサー
３５　　　　　　　　センサー制御部
３６　　　　　　　　データ送受信部
４０　　　　　　　　発生装置
４１　　　　　　　　オゾン発生装置
４２、４４　　　　　データ受信部
４３　　　　　　　　マイナスイオン発生装置
５０　　　　　　　　データセンター
５２　　　　　　　　通信監視処理部
５３　　　　　　　　最適化データ生成部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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